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はじめに
• 箕面市健康福祉部では、新型コロナウイルス感染症対策のため、
箕面市立病院と連携した取組を行っています。

• その一環として、令和3年2月から3月にかけて、箕面市立病院の
感染管理認定看護師とともに市内高齢者施設への巡回訪問を実施
し、各施設の感染予防策の確認・支援を行いました。

• この報告書は、巡回訪問を行うなかで見られた優れた取組や、各
高齢者施設の皆様にお伝えした対策のポイントをまとめたもので
す。今後の新型コロナウイルス感染症対策にお役立てください。
（流行状況等により、報告書に記載している対応とは異なる対応
を要する場合もあります。予めご了承ください。）

• このたびの巡回訪問においては、市内14ヶ所の有料老人ホームと
15ヶ所のサービス付き高齢者向け住宅にご協力いただきました。
各施設の皆様におかれましては、ご多忙中ご協力いただき誠にあ
りがとうございました。心より感謝申し上げます。



取組一覧
1. 感染防止のための取組

①手指消毒剤とともに「正しい手指消毒の方法」を設置する
②手指消毒剤の設置場所を工夫する
③人がよく触れる場所の近くに手指消毒剤を設置する
④「清掃しやすい」「汚染されにくい」環境を整える
⑤清掃（消毒）のポイントを把握する・手順をマニュアル化しておく
⑥備品の管理は衛生的な環境で行う・共用備品は定期的に消毒する
⑦館内掲示により職員・入居者への意識づけ・啓発を行う
⑧マスクを外す場面（食堂・休憩室など）は飛沫防止に特に注意する

2. 早期対応のための取組
①職員の体調確認を徹底する
②来館者への体調確認を行う

3. 感染拡大させないための取組
①事前にゾーニングのシミュレーションを行っておく
②必要な感染対策グッズを整理し一式ごとにセットしておく
③感染時の実際の対応を練習しておく
④物品の処理手順を整理しておく



1.感染防止のための取組①
 手指消毒剤とともに「正しい手指消毒の方法」を設置する

 手指消毒剤を設置している場所に、「正しい手指消毒の方法」を
記載した案内を置くことは、適切な消毒の実施につながる良い取組
です。
 指先の手指消毒が特に重要であることがわかるようにしておくと
より良いと考えます。

指先や爪によく擦り込む
ことが重要です。片方の
手の平で消毒剤を受けた
ら、もう片方の指先を浸
すようにして消毒を行う
と良いです。



1.感染防止のための取組②
 手指消毒剤の設置場所を工夫する

 手指消毒剤は人の「動線上に置く」ことで使用頻度の向上が見込
めます。
 たとえば、普段は壁際などに置いている手指消毒剤を、食事時間
の前後だけは食堂入口に移動させ確実な手指消毒を励行するなどの
工夫もご検討ください。

食事前だけ
正面に移動



1.感染防止のための取組③
 人がよく触れる場所の近くに手指消毒剤を設置する

 エレベーターのボタンや玄関ドアのノブなどは、複数の人がよく
触れる場所です。こういった場所の近くに手指消毒剤を設置し、ボ
タン等に触れる前後に消毒できる環境を整えることはとても良い取組
です。

自動のものは
必要量が吐出
されるので非
常に有用です。



1.感染防止のための取組④
 「清掃しやすい」「汚染されにくい」環境を整える

 エレベーターのボタンなど細かい凹凸がある箇所は、しっかりと清
掃・消毒できるよう工夫が必要です。ある施設ではエレベーターの
ボタンにシートを貼付し凹凸をなくすという工夫を講じていました
のでご参考ください。
 また、ゴミ箱の蓋を手で開閉することは手が汚染される原因にな
りますのでご注意ください。

蓋の開閉時に手が汚
染されないよう注意
が必要

フットベダル式だと手が汚染さ
れる可能性を低減できます

シートを貼付す
ることで凸凹を
なくしている



1.感染防止のための取組⑤
 清掃（消毒）のポイントを把握する・手順をマニュアル化しておく

 トイレの清掃手順は清潔→汚染（周囲→便器）とするのが望まし
いです。汚染→清潔（便器→周囲）にすると、汚染を清潔区画に広
げてしまう恐れがあるためです。
 食堂等では、表面だけでなく、机の裏や椅子の肘置きの裏など利
用者等が触る箇所も忘れずに清掃（消毒）する必要があります。
 なお、清掃手順は写真付きでマニュアル化しておくと統一的な対
応ができますのでさらに良いと考えます。

便器
の清
掃は
最後

机の裏・椅子の肘置き
の裏も人の手が触れま
すので清掃（消毒）が
必要です



1.感染防止のための取組⑥
 備品の管理は衛生的な環境で行う・共用備品は定期的に消毒する

 複数の施設で手袋をホルダーに入れて管理されていました。この
他の方法でも、衛生的な環境で管理できるような工夫を講じていた
だければと思います。
 インカムやパソコンなど、複数人が触れる共用備品は定期的に消
毒をお願いします。

縦置きに
するとホコリが
溜まりにくい



1.感染防止のための取組⑦
 館内掲示により職員・入居者への意識づけ・啓発を行う

 複数の施設で、様々な館内掲示が行われていました。
 職員向け、入居者向けの意識づけ・啓発として非常に良い取組で
す。掲示を行う場合は「人の目がよく触れる場所に」「わかりやすい
内容」で行うよう工夫いただければと思います。



1.感染防止のための取組⑧
 マスクを外す場面（食堂・休憩室など）は飛沫防止に特に注意する

 マスクを外す場面は飛沫防止対策が特に重要です。
 食堂では、アクリル板やビニールシートの設置、2グループ交代制
等による利用人数の削減、配席の工夫（1テーブルに1人、向き合わな
いなど）、注意喚起の掲示といった対策を可能な範囲でとっていた
だくようお願いします。



1.感染防止のための取組⑧
 マスクを外す場面（食堂・休憩室など）は飛沫防止に特に注意する

 職員休憩室や宿直室は、時間をずらして1人ずつ交替で使用するほ
か、複数人が同時に使用する場合は向き合って座らない、常に換気を
行うなどの工夫が考えられます。
 空き部屋を一時的に休憩室として使用する、車内で休憩をとるな
どの工夫も見られました。

宿直等で使用するシー
ツと枕・布団のカバー
は、使用者が替わるた
びに交換してください

複数人が同時に使用す
る場合は、向き合わな
いようにご注意いただ
ければと思います



2.早期対応のための取組①
 職員の体調確認を徹底する

 万が一に備えて、職員の体調確認の徹底をお願いします。
 体温測定だけでなく、何らかの不調がないかを確認することが重要
です。



2.早期対応のための取組①
 来館者への体調確認を行う

 面会に来られた方など、来館者への体調確認の実施もお願いしま
す。
 玄関など目に付きやすい場所に施設の取組を掲示しておくとわかり
やすくて非常に良いと考えます。



居室（陽性者対応）全介助の場合の例

【レッドゾーン】
・防護具を着けて業務
・首から上は絶対触らない

【グリーンゾーン】
・PPE・アルコールを設置
・着用手順を壁に掲示

【イエローゾーン】
・ゴミ箱・アルコールを設置
・脱衣手順を壁に掲示

3.感染拡大させないための取組①
 事前にゾーニングのシミュレーションを行っておく

 陽性者（陽性疑い者）が発生した時にどのようなゾーニングを行
うのか、各居室の構造と入居者様の状態を勘案し事前にシミュレー
ションを行っておくことが重要です。
 グリーン・イエロー・レッドそれぞれのゾーンの性質を全職員で共
有しておくようにお願いします。



居室（陽性者対応）ADL自立の場合の例

【レッドゾーン】
・防護具を着けて業務
・首から上は絶対触らない 【イエローゾーン】

・ゴミ箱・アルコールを設置
・脱衣手順を壁に掲示

3.感染拡大させないための取組①
 事前にゾーニングのシミュレーションを行っておく

 ADL自立のかたの場合は、居室内のトイレ・
手洗いまでがレッドゾーンになります。居室内
で十分なスペースをとれない場合は、廊下を
グリーンゾーンとします。なお、実際のゾーン
設定には右写真のようにビニルテープを使うと便利です。

【グリーンゾーン】
・PPE・アルコールを設置
・着用手順を壁に掲示



 感染対策グッズを事前にセットしておくのは非常に良い取組です。
陽性者（陽性疑い者）発生時にすぐ動くことができます。
 標準的な保管方法を写真付きで掲示しておくことも、整理整頓や備
品の衛生的な管理につながる良い取組です。

3.感染拡大させないための取組②
 必要な感染対策グッズを整理し一式ごとにセットしておく



親指フックがな
いガウンは親指
の位置に穴を空
け指を通すと良
いです

3.感染拡大させないための取組③
 感染時の実際の対応を練習しておく

個人防護具

フェイスシールド

手袋

長袖エプロン

手指衛生

手指衛生

レッドゾーンへ

着用手順

 個人防護具の標準的な着用手順・脱衣手順は上記のとおりです。
着用・脱衣時に汚染を広げてしまわないよう、事前にシミュレーショ
ン（練習）しておくことが望ましいです。

サージカルマスク

フェイスシールド

手袋・長袖エプロンを一緒に脱ぐ

手指衛生

手指衛生

イエローゾーンに入る

※汚染があれば手指衛生を追加

脱衣手順



陽性者（陽性疑い者）の洗濯物の取り
扱い例

①回収した洗濯物は、レッドゾーン内でまず
 袋に入れる
②袋に入れた洗濯物を、グリーンゾーン内で
 袋ごともう一度別の袋に入れる（二重袋に
 する）
③二重袋の外表面を消毒する
④洗濯物を袋から取り出し洗濯機に入れる際
 は、防護具を身につける
⑤洗濯機のスイッチを操作したあとは洗濯機
 のスイッチ等を消毒する

※急いで洗濯する必要がない場合は、③の状
 態で数日おきウイルスが不活化されてから
 ④⑤の対応を行うことも有効です。

3.感染拡大させないための取組④
 物品の処理手順を整理しておく

 コロナ対応として洗濯をしなければならない状況を想定し、事前
に手順の整理・マニュアル化をされると良いと考えます。


